
ISSN 1882-6202

Journal of Geographical Education
No.32  March, 2023

地

理

教

育

研

究

全
国
地
理
教
育
学
会

N
o
. 3
2
　
2
0
2
3
. 3

ISSN 1882-6202

No.32

2023年３月

【論　文】
異文化理解を深める地理ESD授業プログラムの開発
　－世界遺産の顕著な普遍的価値の伝達を通して－ ……………………………永田　成文 １
地理教科書の用語から見た都市学習の課題 ………………………………………山口　幸男 11

【短　報】
小学校社会科における地歴連携単元の開発と主体的な学びの育成
　－第４学年「きょう土の伝統・文化と先人たち」を事例として－ ………………小澤　裕行 20
多摩ニュータウン（多摩市域）巡検の実施経過と意義
　－全国地理教育学会第18回地理教育基礎巡検の報告－ …………………………横山　　満 26

【書　評】
山口幸男著『地理教育の本質－日本の主体的社会科地理教育論を目指して－』
…………………………………………………………………………………………戸井田克己 32
小野映介・吉田圭一郎編著『みわたす・つなげる自然地理学』、
　上杉和央・香川雄一・近藤章夫編著『みわたす・つなげる人文地理学』、
　上杉和央・小野映介編著『みわたす・つなげる地誌学』………………………須原　洋次 33
宇野 仙著『SDGsは地理で学べ』……………………………………………………柏倉　康成 34

【報　告】
第７回「日本地理かるた競技大会」の報告 …………………………………………………… 35
全国地理教育学会第16回大会発表要旨 ………………………………………………………… 37

学会記事
　第16回大会、常任幹事会、日本地理かるた競技大会、新入会員 ………………………… 55

『地理教育研究』投稿規定・執筆要領、入会申し込み ………………………………………… 57

編集後記

【Articles】

Developing Geography Lesson Programs as ESD to Deepen Cross-cultural Understanding

　－Exchanging Views on the Outstanding Universal Values Associated with 

　World Heritages－ ……………………………………………………… Shigefumi Nagata…… 1

A Study on the Geography Teaching of Cities from Viewpoint of Geography 

　Textbooks’ Terms ……………………………………………………… Yukio Yamaguchi…… 11

【Reserch Notes】

Development of a Unit for Cooperative Study of Geography and History

　in Elementary School Social Studies and Cultivation of Independent Learning

　－A Case Study of the Fourth Grade “Traditions, Cultures and Predecessors of 

　Hometown”－ ………………………………………………………………Hiroyuki Kozawa…… 20

Progress and Significance of the Tama New Town（Tama City Area）Excursion

　－Report on the 18th Basic Excursion of Geographical Education

　by the Japan Association for Geographical Education－……………Mitsuru Yokoyama…… 26

【Book Reviews】………………………………………………………………………………………… 32

【Reports】

Report of 7th “Japan Geography  Karuta” Tounament …………………………………………… 35

Abstract of Presentation in 16th General Meeting of the Japan Association

　for Geographical Education, 2022…………………………………………………………………… 37

Notes and News ………………………………………………………………………………………… 55

Editor’s Comments



地理教育研究　　第 32 号

2023（令和５）年３月31日発行
編集・発行：全国地理教育学会（会長：山口　幸男）

学会事務局
〒114-8574　東京都北区中里3-12-2　女子聖学院中学校・高等学校　柏倉康成　気付
　TEL：03-3917-2277　　　E-mail：y_kashiwakura＠joshiseigakuin.ed.jp
印刷・製本：上武印刷株式会社　〒370-0015　群馬県高崎市島野町890-25
　TEL：027-352-7445　　　FAX：027-352-5884　　　E-mail：eigyo@jp-t.co.jp

全国地理教育学会第17回大会（予定）

　全国地理教育学会第17回大会は、下記要領で開催予定です。

期日　2023年10月22日（日）

場所　大阪商業大学



− 1−



− 2−



− 3−



− 4−



− 5−



− 6−



− 7−



− 8−



− 9−



− 10 −



− 11 −



− 12 −



− 13 −



− 14 −



− 15 −



− 16 −



− 17 −



− 18 −



− 19 −



− 20 −



− 21 −



− 22 −



− 23 −



− 24 −



− 25 −



− 26 −



− 27 −



− 28 −



− 29 −



− 30 −



− 31 −



− 32 −



− 33 −



− 34 −



− 35 −



− 36 −



− 37 −



− 38 −



− 39 −



１０１ 情報活用能力向上を目指した社会科・地理学習における 

ルーブリックの開発 
 

 
岡田良平（泉佐野市立第三小学校） 

 
キーワード：ルーブリック 社会科 地理学 情報活用スキル  

 
ルーブリックは学習者が学習到達状況を評価し，確

認しながら学習することで主体的かつ意欲的に学習に

取り組むことを目的とした評価方法である。学習指導

要領が改定され，主体的で対話的な深い学びの実践，

指導と評価の一体化がより一層求められている。そう

した中で，ルーブリックを活用した学習評価に関する

研究も学年・校種・教科に応じて幅広く実践されてい

る。 
ルーブリックを活用するメリットとして，授業者（評

価者）と学習者が「何について評価されるのか」，「達

成すべきレベルはどこか」といった評価の観点の認識

をすり合わせ，素早い評価とフィードバックが可能に

なることで学習意欲の向上につながる一方，まだルー

ブリックの研究に関する蓄積や経験が浅いことから，

評価尺度・評価項目・評価基準が妥当なものであるか

という検証を繰り返しながら試行錯誤している段階に

あると言える。 
特に学校現場ではコロナ禍を経て，GIGA構想の急
激な進展を迎え，ICTを活用した授業が推進される状
況が生まれた。多くの場合，各教科の中で既存の学習

スタイルと並行する形で効果的に ICT 機器の活用が
求められている状況にあるといえる。すなわち，ルー

ブリックを活用した学習を行う場合，「教科に関するル

ーブリック」と「情報活用スキルに関するルーブリッ

ク」の 2つないしは，どちらも取り入れたルーブリッ
クが必要となる。 
本研究では，ICT教育特任校で大阪府のスマートス
クール（情報活用スキル重点校）に指定されている泉

佐野市立第三小学校の「情報活用スキルルーブリック」

をもとに，社会科の学習に必要な「社会科スキルルー

ブリック」を開発した。また，これら小学生を対象と

したルーブリックをベースに作り直した「地理学修ル

ーブリック」を開発し，大学生（法学部・経済学の2~4
回生）に利用してもらった。その結果，以下の 3点が
特徴的な傾向として見られた。小学生・大学生ともに

①学習における ICT 活用スキルの項目は一般的な座

学に比べ学習意欲が高まる傾向にある。特にフィール

ドワークでの ICTの活用は学習意欲だけでなく，写真

撮影や調査対象の情報を収集する「情報収集のスキル」

分野において到達度が高い傾向にあった。②グループ

ワークやプレゼンテーションを主とした学習において

も「情報分析・整理のスキル」，「表現・発信のスキル」

分野の到達度が高い傾向が見られた。しかし，③講義

形式の学習の場合，「メモをとる」や「ふりかえりを書

く」という項目が中心となってくるが，学習者の到達

度は①②に比べ，低い傾向にあるという点である。 
 これら年齢の異なる 2つのグループの学習評価の結

果に対し，その要因を一概に結論づけることは困難で

あるが，これまでの学習指導要領の改訂によって，小

中高での学習に「グループディスカッション」や「調

べ学習」といった学習スタイルが教育現場で強く推奨

され，一般的になっていった世代でもあると考えるこ

ともできるのではないだろうか。特に，大学生のル〜

ブリックに対する評価として，「何を学修し，どの到達

レベルかを示していることは学修を進める上でわかり

やすい」，「めあてがあるからわかりやすい」，「グルー

プワークや作業があって学修が楽しい」という意見が

あった。これらはとりわけ義務教育課程における授業

改善の最重要項目として，授業展開において徹底され

てきている項目にも合致する内容である。報告では，

開発したルーブリックに対する児童や学生の評価とそ

の成果と課題に合わせてについて考察する。 
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１０２    地域教材を活用した中学校社会科実践 

 

川村国央（福島大学附属中学校） 

 

キーワード：地域教材の開発，単元構成図

 
 今回上記のような主題を設定した最たる理由は，社会

的事象と生徒との間に大きな隔たりがあると感じたから

である。生徒と学習する社会的事象の間には，身体的距離

はもとより心理的距離があるということである。そのた

め社会的事象を自分事として捉え追究していこうという

姿が見られなかった。 
 そこで心理的距離を縮めることがでれば，社会的事象

を自分事として捉え，意欲的に追究する姿が見られるの

ではないかと考えた。その手だてとして地域教材の活用

を考えた。 
地域には社会科に関連するたくさんの素材があるが，

それを学習指導要領との整合性や学習のねらいに対する

有効性，単元の中での位置づけなどを整理しないと教材

とはならない。そこで，地域にある素材を教材化するた

めに単元構成図を作成した。これを作成することで，学

習指導要領の内容から外れることなく地域教材を扱いな

がら学習を進めることができた。 
 また地域教材と関連させたパフォーマンス課題を設定

することで，さらに自分事として持続的に単元を追究し

ようとしていく意欲を高めることができた。 
【実践事例】 

「日本の諸地域 東北地方」 

目標  

(1) 自然環境や伝統・文化などの特色，産業の変化組に

ついて理解している。                                         

(2) 産業の発達と自然環境や人々の営み，交通網の広が

りは，東北地方の人々の生活や文化にどのように関

わっているか，多面的・多角的に考察している。                                 

(3) 自然環境や伝統文化の継承，交通網の整備，地域課 

などの視点から，よりよい社会の実現について主体 

的に追究している。 

※今回の実践は小単元「日本の諸地域」の内容である。

本校の教育課程では，本小単元は節単元「九州地方」か

ら始まるが，節単元を入れ替え，「東北地方」から始めた。 

 
これは地域教材を取り入れ，地域課題を捉え最適解を模

索する学びの典型を得させるためである。 

＜パフォーマンス課題＞ 
 
 
 
 
 
 
 

＜単元構成図＞ 

あなたは福島市長です。これからの福島市の発展を考

え，特に力を入れていくべき産業を決めることになりま

した。市長として農業，工業，観光業のどの産業の発展

に力を入れますか？ 以下の地理的視点を踏まえて考

えましょう。 

①気候面 ②自然環境面 ③交通面 ④人口面 
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１０３  高校生は身近な地域をどのように捉えているのか  
～道央・恵庭市における～ 

 
椿 実土里（北海道恵庭南高等学校） 

 
キーワード：北海道  身近な地域  地域間の移動  生活圏  体育会系 

 
１．はじめに 

 筆者の勤務先は1学年が体育科2クラスと普通科5ク

ラスの計 7 クラスからなる道立高等学校である。体育科

のある公立高校は北海道唯一であるため各地から生徒が

集まる。ここ数年の進路状況は、大学進学が全体の約30%、

専修各種学校等への進学が約35%、民間就職が約10%、残

りは公務員といういわゆる「進路多様校」である。新課程

による地歴公民科の授業は1学年で公共、2学年で地理総

合と歴史総合を実施すると設定されている（ただし体育

科は歴史総合を3学年で実施）。このため今年度本校で開

設されている地理系の科目は 3 学年選択教科の地理Ａの

みである。さらに筆者の今年度担当している教科は 2 学

年の世界史Ａと政治経済である。この状況下ではあるが

体育科2学年の50名に対して行ったアンケートを通して

彼らは自分が住む北海道や「ふるさと」といえる場所など

身近な地域の捉え方を考察し、来年度以降の地理総合へ

の足がかりとしたいと考えた。 

  

２． アンケート 

 世界史Ａの授業時間の余白を利用して実施した。内容

は「①あなたの出身地はどこか」「②あなたにとってふる

さとだと言える場所はどこか」「③何も見ないで北海道地

図を描きなさい」の三題である。③は北海道の輪郭を描い

たのみの生徒が大半であったが、「主な都市」「河川、山脈

など自然地形」まで書き込んで提出した者も少数存在し

た。 
 
３． 考察、地理総合の実践に向けて。 
 今回アンケートを行った体育科の生徒は大会や合宿な

どで北海道内を移動した経験が豊富である。しかし「実家

がある場所」「学校がある場所」「大会の会場」「合宿で泊

まった町」という「点」として捉えても、地域同士の「つ

ながり」を考えることができていない生徒が多いことが

推測される。人の移動が推奨されなくなったコロナ禍以

降、この傾向は強まっているのではないだろうか。また、

北海道では道内の都市間移動よりも本州の各都市へ移動

する時間距離が格段に短い場合も多い。これらのことが、

現実の地域の姿を捉えにくくしていると思われる。 
 
札幌市と北海道内主要都市間の移動時間 

札幌 ―  旭川  1時間25分 

札幌 ―  室蘭  1時間28分 

札幌 ―  帯広  2時間43分 

札幌 ―  釧路  4時間29分 

札幌 ―  函館  4時間46分 

札幌 ―  女満別 5時間6分 

札幌 ―  稚内  5時間10分 

札幌 ―  網走  5時間21分 

札幌 ―  中標津 8時間50分※ 

札幌 ―  根室  6時間59分※※ 

※中標津を通過する鉄道路線は1989 年に

廃止されたためバスによる移動時間を表

記した。 

※※札幌根室間は直行便が無いため、釧路

駅で乗り継ぎとなる。 

（（JJRR北北海海道道、、北北都都交交通通HHPP参参照照））  

  

来年度以降の地理総合の授業では、端末を自分の手で

活用しながら地域の情報に触れることが必要である。加

えて巡検など「身近な地域」を体感する活動もまた必要で

あると考える。また、「黙々と静寂のなかで授業を受ける

のが良い授業態度」という感覚を持つ生徒が多いなか、ヒ

ントなしで自分の力で考えをまとめることに慣れさせて

いかなければならない。地理総合は正解が一つとは限ら

ない問いが多く、「この言葉さえ暗記すれば大丈夫」な教

科ではないからである。今後も体育科のみならず普通科

も合わせて「未来の担い手育成」を念頭に置いた授業作り

に取り組みたい。 
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１０４   「歴史総合」における地歴連携授業の開発 

           ― 日本史的内容と世界史的内容の事例 ― 

          

           山本 實（女子聖学院中学高等学校・非） 

 キーワード：歴史総合、空間軸と時間軸、地図帳の活用、地理教員不足の克服 

 

１．はじめに 

本年度から高等学校では新学習指導要領が学年進行で

開始された。地理歴史科では必履修科目の「地理総合」

と「歴史総合」各2単位を1年次に置いている学校が

最も多いようである。そこで歴史科目において現指導

要領の「中学校社会科地理的分野との関連を十分に踏

まえる」という点に着目して「歴史総合」の単元の中

での地歴連携授業のプランを提案する。 

２．「歴史総合」における地歴連携授業  

 今回の授業プランは特別に地歴連携の単元を設定す

るのではなく、歴史の授業の中のある単元を選び、地

理的な条件をふまえた授業を開発する試みである。 

学習指導要領には、歴史科目の学習に地理的条件を

関連付けるとある。しかし地理科目を担当できる教員

が少ないと言われる現状をふまえ、今まで歴史科目を

担当してきた教員や地理科目を担当した経験の少ない

教員を念頭に、「歴史総合」の日本史分野の単元で「地

理的条件と関連付け」る事例を提案しようと思う。 

 「歴史総合」の大項目Ｂ「近代化と私たち」に対応

する大単元を帝国書院の『明解歴史総合』でみると単

元「江戸時代の日本と結び付く世界」の本時「２ 成

熟する江戸社会」では「農村の発達と商品生産」、「日

本各地の結び付き」という項目が見開き2頁分ある

（pp.23-24）。24頁には「世界の中の日本 蝦夷から

琉球・中国に渡る昆布」の図版と「蝦夷地での昆布採

取の様子」という挿絵がある。そこで以下のような設

問をして、歴史地図、地図帳を活用して地理的技能、

地理的な見方・考え方を活用して生徒には空間的、時

間的な考察を身に付けさせたい。 

問１ 昆布の主な生産地はどこか。 

問２ どんな料理の時に昆布を使うか。 

問３ どこで採れた昆布を使っているのか。 

問４ 昆布の生産地はどのような海域か。 

 問５ 蝦夷地で採れた昆布はどこに運ばれるか。 

教科書の図版の説明を読ませる。そこには西廻り航

路で大坂へ、長崎から中国にも輸出されたとあり、大

坂から江戸にも輸送されていることも確認させる。 

問６ なぜ蝦夷地から西廻り航路で運ばれるのか。 

 問７ 東廻り航路と西廻り航路を比較して気づくこと

をあげさせる。 

ヒントとして教科書に挿入されている地図を読み取

らせて何か所かの寄港地に着目させる。 

問８ なぜ何か所も寄港するのだろうか。寄港する目

的は何だろうか。 

問９「歴史総合」の教科書に示されている地図をみて、

西廻り航路が多く利用された理由を問う。また東廻り

航路と比較させる。 

三陸海岸の宮古は盛岡藩の外港としての役割をもっ

ていたこと、城下町盛岡（不来方）と宮古の距離を定

規を使い調べさせる。すると直線距離で約5.5㎝ある

ので地図帳の縮尺を確認して実際の距離がおよそどの

位か報告させる。移動に要する時間も考えさせたい。

歩行速度は1時間４㎞（成人男子）を基準とすると、

宮古・盛岡は1日では相当厳しい行程であることは生

徒にも容易に理解できる。途中には峠越えがあり、荷

物を運搬することも考えなければならいことに気付か

せる。 

問10 太平洋岸を流れる海流名は何か。 

 黒潮は東北地方の太平洋岸を北流していることに気

付かせ、東北から江戸に航行する場合の問題点を考え

させる。 

以上、「２ 成熟する江戸社会」という単元を題材に

地歴連携授業を提案した。教科書、図版等の歴史地図

だけでなく、地図帳を全員が持っている利点を生かし

て、地図帳から得られる地理情報を駆使して総合的に

江戸中期の経済を理解させることができると言える。 
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１０５     社会人教育における地歴散歩の実践 
～中・高・大・社会人教育に関わる立場から～ 

 
寺尾隆雄（日本女子大学・非） 

 
キーワード：社会人教育・地歴散歩・地歴連携・実践紹介 

 
昨年の例会発表では「自分史」として、大妻高等学校で

実践してきた「日本史授業」について「地歴連携」を中心

に発表しました。日本史教師である私と「地理教育」との

出会いは、大妻中学高等学校在任中に東京私立中学高等

学校地理教育研究会（略称私地研）の巡検に度々参加して

私地研幹事をお引き受けしたことがきっかけでした。そ

の後、私地研では「地図で歩く東京I」に執筆機会をいた

だき、日本地理敎育学会集会委員をお引き受けして 7 年

間の東京私学教育研究所日本史担当委員の経験を経て、

「地理教育」に関わる学会例会の企画に携わり、続いて全

国地理教育学会に参加させていただき、常任幹事として

渉外委員長・例会副委員長をお引き受けすることとなり

ました。 

元々大妻中学高等学校の日本史教師をしながら、

「NHKCD 音の日本史」、「NHKCD音の地理」、「NHKCD 音

の日本史増補版」など音教材や「ニュースで見る日本史」

など DVD 教材などの開発をしておりましたが、日本史授

業研究や地理教育学会での発表などの活動を通して、文

部科学省検定教科書「地歴高等地図」や社会科教育に関わ

る「社会科教育」の連載、「地図・地理のしおり」、「社

会科のしおり」などの教育誌や日本教育新聞「実況中継―

私の流儀―（３回連載）」などに執筆の機会を得ることが

できました。 

今年度は今まで 6 年間教鞭とってきた文京学院大学

の「日本の歴史と文化」、日本女子大学の「教職実践演

習（中高）、社会天地理歴史科教育法、社会科教育法 II」、
の一部を続けながら、荒川区立南千住第二中学校、東

京家政学院高等学校でも教壇に立つ機会を得ました。 
それと同時に一か月に一度奈良シニア大学 in 東京

で「江戸探訪」という講座を担当し、徳川家を楽しむ

会でも江戸東京史跡参画シリーズと江戸時代史を語る

講座シリーズを2 年間にわたり、担当しております。 
また、12 月 12 日と 19 日には、千代田区社会福祉

協議会「かがやき大学」では、高齢者を対象に私が公

演後に「江戸城清水門〜九段坂」、「大妻学院周辺番町」

の地歴散歩を実施することが計画されております。 

 今回は中学・高校・大学で今まで実践してきた、「地

歴連携における社会科の軸」の授業実践や講義を踏ま

えた上で、社会人教育の地歴散歩をどのように実践し

ているかを実施した地歴散歩の資料やこれから実施す

る資料を用いながらご紹介したいと思います。 
 奈良シニア大学 in
東京や徳川家を楽しむ

会や他の社会人対象の

具体的な巡検の様子を

お話しします。具体的

には新橋・愛宕山巡検、

半蔵門・彦根藩邸（日

本水準原点）・桜田門巡

検、紀尾井坂巡検、御

茶ノ水・水道歴史館巡

検他をご紹介する予定

です。          愛愛宕宕山山出出世世のの階階段段 
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１０６        SDGｓ観光教育と修学旅行 
   酒井喜八郎（南九州大学） 

 
キーワード：SDGs 社会科観光教育，修学旅行，教育系大学生へのアンケート 

  

１１  研研究究のの目目的的  

本研究は、小中高校時代の修学旅行の体験や学びが

学生の社会認識形成や、社会科授業づくりにどのよう

な影響を及ぼすかを明らかにすることを目的とする。

また、修学旅行の体験や学びをもとにした SDGｓ社会

科地理観光授業モデルを提案する。 

２２  研研究究のの方方法法 

(1) 教育系大学生の教科教育法の受講生に、質問紙に

よる小中高校時代の修学旅行の体験や学びに関

するアンケートを実施する。 

(2) 学生の小中高時代の修学旅行の経験や学びが現

在の社会科教育の授業づくりの理念にどのよう

な影響を及ぼしているか、半構造化インタビュー

を実施する。さらに、データを質的に考察し、観

光教育と修学旅行との関連を考察する。 

(3) 修学旅行の体験や学びを生かした社会科地理授

業モデルを提案する。 

３３  結結果果  

○アンケートについては、2022 年 6月 28 日に実施し

た（n=53 人）。その結果は現在、集計中、分析中であ

る。現在のところ、次のことがわかってきた。 

 

学生 A： 

(1)小学校時代の修学旅行について 

① 行先：佐賀、熊本 

② 内容：吉野ケ里遺跡、熊本のグリーンランド 

③ 学んだこと：昔の生活 

(2)中学校時代の修学旅行について 

① 行先：京都、広島、大阪 

② 内容：広島記念公園、京都自由行動、大阪 

③ 学んだこと：核の怖さ 

(3)高校時代の修学旅行について 

① 行先：宮城、東京 

② 内容：東日本大震災について、東京自由行動 

③ 東日本大震災の恐怖を知った 

 

 

学生 B： 

(1)小学校時代の修学旅行について 

① 行先：知覧 

② 内容：知覧で戦争のことを学んだ。鹿児島の郷土

料理を食べた。動物園、科学技術館、縄文時代、

弥生時代のことを学んだ。 

③ 様々なことを実際に体験し、学べた。 

(2)中学校時代の修学旅行についいて 

① 行先：長崎、奈良、京都、大阪 

② 内容：長崎で平和学習。奈良、京都でお寺や大仏

を見た。京都で自主研修。USJ 

③ 自主研修で、自分たちで全部計画を立てて１日行

動して知らない町を、みんなで相談し、町の人 

に聞き、目的地に着けた。自主性・行動性 

(3)高校時代の修学旅行について 

  コロナ禍で行けなかった。 

４４  考考察察  

２事例だけ見ても、小学校時代、中学校時代、高校

時代の修学旅行の学びは、遺跡見学、平和や防災につ

いて学ぶ機会があり、貴重だったことがわかる。 

ただ、現在の大学 1年生は、コロナ禍で、高校時代

修学旅行に行けなかった学生が多い。高校時代の修学

旅行については、他学年でのアンケート調査を実施し

て考察することにしたい。また、出身県にもよるが、

九州地方の学生は、中学校では、大阪、広島、京都、

奈良などへ出かけている。高校では、東北地方、東京

へ出かけている。今後、小中高校の修学旅行の体験や

学びがわかるように、アンケート調査を工夫したい。 

５５  課課題題  

当日の発表では、アンケート全員の学生の集計結果

やインタビューをもとに、修学旅行での体験や学びが、

各学生の社会認識形成や社会科授業づくりにどのよ

うな影響を及ぼしているかについて考察したい。 

さらに、修学旅行の体験や学びをもとにした SDGｓ

観光教育としての社会科地理授業モデルを提案する。 

（南九州大学 さかいきはちろう） 
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２０１   大学の教職課程における地誌学の授業実践 
～社会科教育法を考慮して～ 

 
今井英文（山陽学園大学・非常勤講師） 

 
キーワード：大学、教職課程、地誌学、社会科教育法 

 
１ はじめに 

2004 年の日本地理学会（広島大学）では、「地理的

資質を有する小・中学校教員養成の課題」というテー

マでシンポジウムが行われた。総合討論の際、「教職

科目の地理学とは何か。専門科目の地理学とはどこが

違うのか」という点について議論されたが、会場全体

で明確な答えは出なかった。報告者はその後、大学で

教職科目の地理学や高校で地理Ａを教えているうち、

教職科目の地理学とは社会科教育法を関連付けるとよ

いのではないかと考えるようになった。 
このような問題意識から、大学の教職課程における

地誌学の授業実践について報告する。 
 

２ 授業実践の概要 

授業は、2022 年度にX 大学で実施した。履修者は

５名（法学部４名、経済学部１名）である。いずれも

中学校社会科教員免許を取得するために、地誌学の授

業を履修した。 
授業の全体像は次のとおりである。①地理学の学問

体系、②地誌学の理論（静態地誌、動態地誌）、③韓

国（国家の概要、衣食住と言葉・習慣、教育）、④中 
国（国家の概要、少子化、中国料理と区分）、⑤イン

ド（国家の概要、食文化、ヒンズー教とカースト制

度、ＩＴ産業の発達）、⑥オーストラリア（国家の概

要、移民政策、⑦ヨーロッパ（ヨーロッパ諸国、イギ 
リスの文化と生活、ＥＵの特色）、⑧アフリカ（地

形・気候、貧困問題、宇宙開発、中国との関係）、⑨ 
アメリカ（農業地域、アメリカの課題）、⑩地誌に関

する授業プリントの作成と模擬授業である。                
なお、毎回の授業は、地誌的内容の解説＋ミニレポ

ートという形で進めた。ミニレポートの内容は地図帳

を活用した地形や都市などの作業、新聞記事の要約や

意見、視聴覚教材の感想、授業のまとめなどである。                      
 

３ 社会科教育法と関連付けた地誌学の授業実践  

（１）紙片教材の活用 
韓国の経済では財閥が大きな力を持っている。経済

学部の学生がいたので、その定義を説明させたが、難

解で中学生には不向きであった。そこで、報告者がソ

ウルで実際に入手した紙片（ロッテ百貨店の袋、ロッ

テリアの紙、ロッテの菓子の空箱）を見せ、財閥とは

さまざまな事業を展開している企業であると説明し

た。この説明方法は履修者にも好評であった。 
また、韓国の文化を説明する際にも紙片（キムチの

空箱、菓子の空箱は有効であった。菓子の空箱には

「ポケモン」や「君の名は」の絵を描いたものもあ

り、現場でも、日韓の文化交流の学習で使用できる。 
（２）視聴覚教材 
 この授業で、視聴覚教材はさまざまな場面で活用で

きるが、時間の関係もあって、イギリス学習で使用し

た。使った教材は「世界の車窓から」である。履修者

には、イギリスと日本の人々の姿や建築物の違いにつ

いてレポートにまとめさせた。そして、ここで地理学

習における視聴覚教材の活用方法についてその意義、  
具体的なＤＶＤの番組、留意点の３点から講義した。

（３）新聞記事の活用 
 次のとおり、新聞記事を多用した。韓国（「サムス

ン、ロシアで板挟み」日経）、中国（「少子化対策提案

相次ぐ」読売）、オーストラリア（「移民や難民生活支

援」朝日）、「ウクライナ加盟候補国相当」山陽）、ア

フリカ（「宇宙開発目指すアフリカ」、「中国、アフリ

カ6.7兆円」読売）である。 
（４）留学体験の紹介 
（５）地誌に関する授業プリントの作成 
（６）模擬授業   

詳しいことは大会当日に報告する。 
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２０２  小学校教職科目「社会科教材研究」の実践とその考察 

 ―課題レポートの作成を中心に― 

 

佐藤 浩樹（神戸女子大学） 
 

キーワード：小学校社会科 教材研究 教職科目 課題レポート 教員養成 力量形成  

 

１．はじめに 

 各教科の教材研究の力は小学校教員として必要の基

盤的な能力であるが、社会科は複雑に変化する社会生

活を学習対象とするため多面的･多角的考察が重要で

あり、観察や見学の対象が地域の社会的事象の場合が

多いため、他教科と比べて特に教師自らが教材開発・

教材研究を行うことが求められる(伊藤 2022)。教員に

なった際に教材開発・教材研究に積極的に取り組むよ

うになるためには、教員養成段階で教材研究の重要性

とおもしろさを理解し、自分の力で教材づくりを行っ

て教材研究の力の基礎を身に付けることが必要であ

る。本発表では、小学校教職科目「社会科教材研究」

の実施 1 年目の実践の報告を行うとともにその成果と

課題を考察したい。 
２．小学校教職科目「社会科教材研究」について 

 神戸女子大学教育学科は、令和元年度入学生からカ

リキュラムを改訂し、小学校社会科教職科目として 2
回生前期の「社会科概説」(必修)、2 回生後期の「社会

科教育法」(必修)に加え、3 回生後期に発展科目として

「社会科教材研究」(選択)が新たに設定された。目標

は、「社会科授業における教材、教材開発、単元構成、

カリキュラム・マネジメントの重要性を理解し、地域

教材づくり、単元の導入づくり、単元構想開発、身近

な教材開発を行うことができる。」である。「社会科

教材研究」は令和 3 年度に初めて開講され、選択科目

であるが 30 名の履修者があった。これは各教科の教材

研究科目の中で最も多い人数で予想よりも多かったた

め、授業計画の変更が必要となった。 
3 回生後期は教育実習のため 4 週間の授業欠席を余

儀なくされる。実習期間は学生によって異なるため、

全員が揃って出席できたのは12回以降の4回だけであ

った。授業に出席できない学生のために授業動画

(zoom)を授業支援システム manaba にアップして視聴

させるようにし、以下に述べる 4 つの課題レポートも

全員が作成させた。そのため、全員が同じスケジュー

ルで課題を進めることが困難とあり、課題の発表はま

とめの課題以外は何回かに分けて行うことになった。 
３．「社会科教材研究」の実践とレポート課題 

教材研究の意義，内容と教材の峻別、教材化の方法

・段階、教材開発の事例等について講義した後、課題

レポートの作成･発表・交流を中心に授業を進めた。課

題レポートはパワーポイントで作成させた。 
課題 1 は「写真から授業を構想する」である。自作

教材作成の第一歩として、自分で撮影した写真を教材

とした授業を構想させた。何を取り上げるか悩んだと

いう学生が多かったが、多様な素材が取り上げられた

オリジナルな教材が作成・発表され、教材づくりの新

たな視点を学んだという感想が多く聞かれた。  
課題 2 は「大単元の導入課題をつくる」である。大

単元に対する児童の関心･意欲を高める課題を作成す

るとともに、予想される児童の反応と対応を細かく考

えるようにした。日本の国土の様子を例に演習を行い、

「日本のどこに別荘を作りたい」という学生が作成し

た課題を例に、間接性の原理について解説した。 
課題 3 は「社会科を中心とした総合単元を構想する」

である。カリキュラム･マネジメントについて講義と演

習を行った後、社会的事物･事象を中心においた総合単

元を構想するレポートの作成･発表を行った。  
課題 4 は、「児童の学習意欲を高める身近な社会科

教材開発－まとめレポート－」である。レポートは印

刷して全員に配布し、ポスターセッション的に発表・

交流を行った 
 学生の学習感想の分析による本実践の成果と課題に

ついての考察は発表時に示すことにする。 
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２０３  学部・大学院での地理学教育が安藤正紀実践に及ぼしたこと(1) 
 

 
伊藤裕康（文教大学教育学部） 

 
キーワード： 地理の総合性，地域と子供に学ぶ，総合学習・生活科，カリキュラム開発 

 
１ 問題の所在  

教師を反省的実践者とみなしてリフレクションに注

目が集まる。リフレクションを基礎にした教員養成や

研修の傾向が強まり，教師教育での教科内容の重要性

が看過されないか危惧する。授業に限れば，リフレク

ションを重ねても，教員が浅い教科内容理解しかなけ

れば，子供に深い学びをさせることは難しいだろう。 
渡部(2019)は，教師が授業理論を知っておれば，「『オ
ーストラリア』の授業が作れることは『東南アジア』

の授業が作れることとは別の話である(なぜなら別の
教科内容だからだ)，といったことはなくなる」とし，
「あえて教科内容専門と教科教育学者とが(教師教育
において，発表者補足)連携する必要性がない」と述べ
る。発表者は，学生が教育内容を批判的に検討する力

をつけることが必要と考える(伊藤2021)。教科内容専
門と教科教育学者との連携の必要性を否定する渡部は，

社会科教育学者だけで教育内容の批判的検討力を学生

に育成可能と考えるのか。だが，それは難しい１)。 
以上ことは，社会科教師教育において教科内容の薄

弱性という問題が起きていないかということである。 
今回の改訂では，コンテンツベースからコンピテン

シーベースへとなり，授業づくりでの教科内容の扱い

が軽視されないか危ぶまれる。地理学の学びをさほど

していない教員が教育ジャーナルに登場し，不適切な

教材化などを江湖に広めていないかと危惧もする。授

業づくりでの教科内容の扱いの軽視や不適切な教材化

があるとすれば，より深刻なのは地理である。なぜな

ら，地理学を学んだ教員が極めて少なく，教員の高等

学校までの地理学習体験も他分野と比べ心許ないから

である。特に，中学校で日本や世界の地理を履修して

いない教員が，中堅になりつつある。そんな中で，多

くの教員が，批判的検討に基づく教材研究が可能なの

か。教育ジャーナルが紹介する不適切な教材化などに

搦め捕られないか。社会科授業づくりでの教科内容の

薄弱性という問題も起きていないかと危惧している。 
二つの点で，教育内容の薄弱性の問題が生じている

のではないかということは，内容教科と言われる社会

科だけに，事は重大である。本発表は，主に教師教育

における教科内容の薄弱性と関わり，地理的な視点か

ら教材開発を精力的に進めた安藤正紀が，如何にして

独自の教材開発を可能とし，カリキュラム開発を進め

得たのかについて考察する。 
２ 安藤をカリキュラム開発の主体者となさせたもの 

山崎(2000)が，一般の教師をカリキュラム開発の主
体者にするかが焦眉の研究課題だと指摘してから久し

い。未だ同課題は解決されないが，カリキュラムマネ

ージメントが求められる昨今，喫緊の課題化している。 
安藤正紀は，愛知県三河地方で永年小学校教員を勤

め，地理的視点から社会科，総合的学習，生活科にお

いて教材開発を進めたカリキュラム開発の主体者であ

る。安藤の実践には，学部・大学院での地理学教育が

大きく寄与すると推測する発表者は，安藤への聴き取

りを行った。学部・大学院で受けた地理学教育が安藤

実践に如何なる影響を及ぼしたのか，なぜ安藤がカリ

キュラム開発の主体者となれたのか，考察していく。 
1) 伊藤(2021)では，教科教育学者だけで教育内容の批
判的検討力を学生に育成する難しさを述べた。その

後に，某学会で「自然地理学は人間と関係ない」と

社会科教育学者が語る場に遭遇し，その感を強めた。 
伊藤裕康(2021)「社会科内容構成に関する若干の考察
（2）」教育研究ジャーナル13巻2号，19－24 
山崎雄介(2000)「戦後日本のカリキュラムの『探求の
履歴』」グループ・ディダクティカ編『学びのための

カリキュラム論』勁草書房 
渡部竜也（2019）「教科内容構成学の理論的根拠を問う
－教師の授業に大きな影響を与えるのは本当に教科

内容なのか－」日本社会科教育学会公開シンポジウ

ム発表資料（2019．7．7，於早稲大学） 
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２０４  国土の地形学習の教材開発－郷土かるたの活用－ 

 

山口 幸男（群馬大学名誉教授） 

 

キーワード：地理学習、地形学習、教材開発、郷土かるた 

 

１ はじめに 

  筆者は、日本郷土かるた協会 2022 年度集会において

郷土かるたの札に詠まれている「自然美」について報

告する機会を得た。その時、郷土かるたの札は日本国

土の地形学習の教材として価値がありそうだと直観し

た。本稿は、この直観を発展させ、まとめたものであ

る。これまでにも、「日本地理かるた」や「郷土かるた」

を活用した授業の実践研究事例はあるが（原口 1995，
2015，2017、今井 2011，佐藤 2012，遠藤 2018，関根

2019）、地形学習の教材としての郷土かるたの札に着

目した事例はない。具体的な地形は、山地から海岸へ

という観点から「山」「川湖沼」「海」の３種に分けた。 

 取り上げた郷土かるたは、岩手県の『いわてのカル

タ』（1976、全 44 枚）、宮城県の『郷土宮城のかるた』

（1993、全 44 枚）、福島県の『福島ふるさとかるた』

（1978、全 44 枚）、茨城県の『郷土かるた：わたした

ちのいばらき』（1979 頃、全 44 枚）、栃木県の『下野

かるた』（1977，全 44 枚）、群馬県の『上毛かるた』

（1947，全 44 枚）、埼玉県の『彩の国 21 世紀郷土か

るた』（2002、全 46 枚）、千葉県の『房総子どもかる

た』（1989，全 44 枚）、長野県の『信濃かるた』（1979、
全 44 枚）の計 9 種である。これら 9 県としたのは、対

象となる県が連続的に分布していることが、国土の地

形の面的・分布的・広域的な傾向を捉える上で必要で

あると考えたためである。また、まずは筆者の手元に

ある郷土かるたから始めたという便宜的な理由もあ

る。市町村かるたの活用も考えられるが、市町村かる

たでは国土の地形の面的・分布的・広域的傾向を捉え

るのは難しい。 

２ 地形札の全体概況と県別特徴 

 該当する地形札は 9 県合計で 103 枚であった。千

葉と茨城が 16 枚と最も多く、次いで長野 14 枚、宮

城 13 枚が多かった。県別の特徴としては、長野は山

が多く、茨城は川湖沼が多く、千葉は海が多いのが

目立った。 

３ 札の具体的な内容  

（1）東北地方 3 県（宮城、岩手、福島） 

（2）関東地方 5 県（茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉） 

（3）長野県 

４ 関東地方５県の札に見られる分布的特徴 

５ 郷土かるたの札（絵札、読み札）の価値 

６ おわりに 

 本稿は、東日本の 9 県の都道府県郷土かるたに詠ま

れている地形札（「山・川湖沼・海」）を取り上げ、郷

土かるたが持つ国土の地形学習の教材資料としての価

値・意義について明らかにしたものである。その結果

は下記のようにまとめられる。  

 ①各県の「山・川湖沼・海」の札の特徴を捉えること

ができた。 

  ②関東地方の「山・川湖沼・海」の札から、地形環境

の標識的分布傾向を捉えることができた。 

  ③絵札については、長野県と千葉県の絵札がその場

所の特徴を良く表しているように思われた。 

  ④郷土かるたの札は、その場所の特徴を景観（絵札）

と言語（読み札）の両面から印象深く、かつ簡潔に捉え

ることを可能にする資料であることが確認できた。ま

た、地形と人文社会的事象とが一緒に、あるいは、地形

と他の自然環境とが一緒に取り上げられているという

特徴もある。このような総合的把握を可能とする素材

は他にはみられず、ここに郷土かるたが持つ学習資料

としての独特の価値・意義があるといえる。 

  ⑤以上から、郷土かるたの札は山岳地域から海岸地

域に至るわが国の国土の地形環境の多様性と分布的傾

向を景観と言語によって豊かに捉えることができる優

れた教材資料になる可能性がある。 

 今後の課題は、同様の考察を他の地方に広げて行な

うこと、授業実践においてその有効性を検証すること

である。

 

− 49 −



− 50 −



- 1 - 

２０６     「脱亜論」を用いたアジア地誌の実践 

           －大学生の感想からみた「脱亜論」の教材化－ 
           

               西岡尚也（大阪商業大学公共学部） 

 

キーワード： アジア地誌、脱亜論、板書の工夫、学生の反応、地歴連携の教材 
 

１１、、ははじじめめにに 

 私は高校教員時代（1981～2000 年）に、地理（世界

地誌内容）を教える際、どのようなスタート（導入）

をすれば、学習者の関心・興味を引きつけられるかを

考えた。通常日本の中学校・高校の地理教科書では世

界地誌は、順番としてアジア州が最初に教えられる。

毎年の高校生諸君を観察してわかったことは、「アジ

ア地誌」学習に興味を持ってスタートできないと、そ

の後の学習意欲に結びつか

ず、ひいては地理全体への

関心が減少してしまうこと

であった。ゆえに「アジア

学習」には大きな意味があ

る。このような高校生の反

応を経て、地理と世界史を

毎年担当して私が思いつい

たのが、アジア地誌の導入

に「脱亜論」を用いること

であった。 

 このヒントになったのが当時使用していた世界史

教科書、土井正興ほか編（1982）『新世界史』三省堂

（1982 年文部省検定）である。この教科書の単元「明

治維新と東アジア」では、「列強のアジア侵略（図表

２）」と、本文とは別に囲み記事コラムとして「福澤

諭吉の脱亜論」が連続で掲載されていた。 

 「これは地理でも使える」と直感し、試行錯誤を繰

り返しながら地理 A で「脱亜論」にふれる授業を実施

した。以後は毎年、地理 A で必ず「脱亜論」に触れる

ことになった。こんな発想からスタートした教材であ

ったが、予想以上に高校生諸君の反応は良かった。大

学でも地理学の講義で継続しているが、評判は良好で

ある。 

２２，，板板書書のの工工夫夫（（図図表表８８参参照照）） 

３３、、大大学学生生のの反反応応（（図図表表 12参参照照）） 

 （感想例）これまで「脱亜論」という語句は聞いた

ことがあったが、その意味や誰の考えなのかは知らな

かった。この講義で「脱亜」とはアジアを出ることだ

と知った。また「興亜」の意味も習って、興亜の方が

ボランティア感があるので良いと思った。しかし当時

の日本にはそんな余裕がなく、自国のことで精一杯だ

った。どうして日本人は最初はアジアの文化や歴史を

尊敬してきたのに、明治以降は見下げるようになって

しまったのだろう。こんなことを考えられるようにな

った。このことは私にとって大きな進歩になった。（他

の感想例は発表時に紹介） 

《文献》 

西岡尚也（2022）脱亜論からスタートする世界地誌教

育の実践－大学生の感想にみる地歴連携教材の有効

性－、大阪商業大学教職課程紀要第５巻１号、33～48
頁
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Ｓ１    小学校社会科における地誌学習の意義と方法、 

並びに中学校との関連 

小澤裕行（愛知県犬山市立犬山北小学校） 
 

キーワード：地誌学習、小学校社会科、小中連携 
 

１ はじめに 

 本発表では、先行研究を整理して小学校における地

誌学習の意義を見出すとともに、中学校との関連を踏

まえ、具体的な学習方法について考察する。 
 
２ 地誌学習の重要性 

吉田(2008)は、小学校の算数の教科書に世界の地名

や世界地図がどの程度掲載されているかを分析した上

で、小学校低学年の教科書にも世界の地名が出てくる

ことから、第１・２学年から世界地図や地球儀を活用

し、世界に関する学習を段階的に行うことを主張して

いる。佐藤（2019）は、平成 29 年度版学習指導要領

において第６学年の「外国の人々の生活の様子」が異

文化理解よりも国際交流に力点が置かれていることか

ら世界地誌的学習の性格が弱まっていることを指摘し

ている。寺本（2020）は生活科の教科書に外国人の姿

や国際理解の内容が一部ではあるものの挿入されてい

ることから、同心円的拡大が時代にそぐわない考え方

ではないかと指摘する。以上を踏まえると、小学校段

階において、世界地誌を取り上げる意義を見出すこと

ことができる。 
 
３ 地誌学習の方法 

 地誌学習の方法については、すでに山口ら（2008）
による小・中・高地理教育一貫カリキュラム試案があ

り、小中高の系統性を踏まえた地理教育カリキュラム

が提案されているため、近年の論考を整理する。 
（1）世界地誌の場合 
佐藤(2011)は、世界地誌的学習充実のために、小学校

中学年に世界の人々の生活に触れる学習を設定し、小

学校 5 年生後半に世界地誌を中心とした「世界の国々

と人々のくらし」という大単元を新設し、アジアの国々

を中心とした学習を提案している。中田(2014)は小学

校４年間で世界地誌学習を日本とつがなりの深い国々

に重点を置いて学習することを提案している。 
（2）日本地誌の場合 
佐藤(2009)は、産業学習と日本の諸地域に関する地

誌的学習を組み合わせたカリキュラムを提案し、日本

の産業等の学習を、日本の各地方の特色ある産業につ

いてのサンプル学習的な学習とし、産業学習の内容を

日本の各地方に 1 つずつ割り振っている。中田(2014)
は、日本地誌の学習では動態地誌的方法を導入するこ

とを提案している。また、関口(2014)によれば、小学校

で日本地誌学習を取り入れた先進的な試みとして、板

橋第六小学校が第 5 学年の「地理科」で日本列島を 7
地方分け、地理的地形的な特色とともに、地方の産業、

特色、現代社会にこえる問題等を扱う新しい単元を開

発している。寺本(2021)は観光教育の立場から５年の

国土学習の延長として自県が含まれている地方の地誌

学習が必要であり、観光題材は地方地誌を描く出すコ

ンテンツとして有効であると主張する。 
以上を整理すると、何年生で、地誌学習の何をどの

のように学習するのかという点は、カリキュラムの編

成を踏まえて考える必要がある。 
 

４ 中学校地誌との連携を踏まえた具体的実践 

 小学校の学習を中学校段階の基礎と位置付けるなら

ば、中学校の地誌学習の基礎的な内容や技能を取り上

げることが妥当であると考える。中学校地誌の基礎的

な内容を踏まえた小学校における地誌的学習の実践に

ついては、当日発表する。 
 
５ おわりに 

提案する中学校地誌との連携を踏まえた実践は、単

発の授業の構想である。カリキュラムにどのように位

置付けるかについては今後の課題としたい。 
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Ｓ２  中学校地理的分野における地誌学習の意義と方法， 

並びに小学校・高等学校との関連 
 

木場 篤（ノートルダム清心中・高等学校） 

 
キーワード：地誌学習，中学校社会科，新しい地誌学，地理的概念，地域のまなざし 

 
１．はじめに 

中学校社会科地理的分野は，小学校社会科および高等

学校「地理総合」の主題学習に挟まれており，これら３つ

の段階で明確に「地誌学習」として扱うのは，中学校社会

科地理的分野となる。そのような中で，地理教育における

「地誌学習」の存在意義をどのように位置づければよい

であろうか。加えて，中学校は，学習意欲の低下や学習理

解に対するつまずきが見られ始める発達段階にある。ど

うすれば効果的に地理教育で地誌学習を扱うことができ

るだろうか。以上の 2 点の問いに鑑みて，本発表では，
地誌学習のあり方を整理した上で，中学校社会科地理的

分野における授業実践の方法について提案する。 
 
２．「新しい地誌学」に着目した地誌学習のあり方に関す

る検討 

例えば，世界地誌を例に取ると，平成29年版学習指導
要領では，「世界の様々な地域」の主なねらいとして，「世

界の各地域で見られる地球的課題の要因や影響をその地

域的特色と関連付けて多面的・多角的に考察し，表現する

力を育成すること」としている。よって，地誌学習が，対

象地域の特色を理解するだけでなく，スケールや空間的

相互作用などの地理的概念を活用しながら，総合的，構造

的に扱うことが求められている。さらには，対象地域に対

して，当事者意識を踏まえながら「まなざし（gaze）」が
向けられるような授業実践が肝要である。 
ところで，ディシプリンとしての「地誌学」は，大小種々

な空間的スケールで地域を構造的に捉えるといった，空

間的視点に基づく手法がとられてきた（森川，1996）。同
様に地誌学習においても，スケールなどの地理的概念を

活用しながら，科学的なアプローチで実践されるべきで

ある。その際に，1980年代に英語圏地理学で台頭した「新
しい地誌学（地域地理学）」の特徴が，地理教育における

地理的な見方・考え方とも関連しており（木場・吉田，

2020），授業実践を考える際の手掛かりとなろう。 
 
３．中学校社会科地理的分野における地誌学習の方法 

中学生の発達段階を考えれば，記述的な内容に陥りや

すい「窓方式」は，却って学習意欲を減退させる嫌いがあ

る。また，「中核方式」だと対象地域の特色を正しく理解

することが困難である（山口，2019）。 
よって，「重点窓方式」を参考にしながら，地域構造を

総合的に理解でき，地域が形成されるための社会的プロ

セスを考察できるような授業実践にするのが望ましい。

具体的な授業実践例は，当日の発表にて示す。 
 

４．おわりに－小学校社会科と高等学校「地理総合」のつ

なぎ役として－ 

 地域に対するまなざしは，学習者によって日常的実践

が異なるゆえに，多様にある。ただしそれは，あらゆる地

域的特色に触れておくことが前提としてある。中学校社

会科地理的分野は，小学校社会科と高等学校「地理総合」

のつなぎ役となる。その役目を果たすために，中学校で扱

う地誌学習では，あらかじめ主題ありきで地域の特色を

固定化せずに，より多面的・多角的に考察ができ，多様な

地域を理解するための土台となるよう工夫が求められる。 
 
【参考文献】 
木場 篤・吉田 剛（2020）．地理的スケールの可視化を

通した地誌学習のあり方に関する検討．2020年人文地理

学会大会発表要旨，88-89． 
森川 洋（2020）．地誌学の問題点－エリアスタディとの

関連において－．地誌研年報，5，1-8． 
山口幸男（2019）．学習指導要領中学校地誌学習の論理的

破綻．地理教育研究，25，32-40． 
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Ｓ３  高等学校「地理総合」における地誌的学習の可能性と 

その意義・方法、並びに中学校との関連 

須原洋次（龍谷大学） 
キーワード：地理総合，地誌，国際理解，生活文化 

 
１ はじめに 
 高等学校学習指導要領改訂により、2022 年度入学

生から必履修科目の地理総合と選択科目の地理探究が

教育課程に設置された。系統地理と地誌は、地理学と

同様に地理教育においても学習内容を構成する２つの

主要な部門であり、地理探究もまた系統地理と地誌か

らなる単元で構成されている。本報告では、地理総合

の学習内容として地誌をどのように考えるべきか検討

することとしたい。 
２ 地理総合における地誌学習 
地理学習の対象は、地域と地理的事象である。地理

総合は主題的アプローチを取り入れているため、系統

地理や地誌の枠組みにしたがって学習するわけではな

い。地理総合の教科書には、生活文化の取り上げ方に

地誌学習を想起させるようなものが見受けられる。高

等学校学習指導要領解説地理歴史編では、地理総合に

おける生活文化は国際理解を主なねらいとし、中学校

社会科地理的分野や地理探究において学習する世界の

諸地域と重複しないよう留意することを求めている。

やや詭弁を弄することになるが、生活文化で地理を教

えるか、地理で生活文化を教えるかというと、前者の

立場を明確にしたい。その理由は、約40 年間にわた

って地理の学びが低迷してきたことから歴史や公民科

の教員に地理教育の成果や魅力を理解してもらうこ

と、地域を対象とした学習は、人間を主体に自然環境

や人文社会的条件を融合した学びであること、必履修

科目の学びによって生徒にとっても地理学習の重要性

を認識してもらう必要があることなどである。つまり

は、地理の学びの本質を誰もが認識する必要がある。 
地理総合について、地理の何を総合した科目かを問

うことは、新しい教育課程が始まった今、必ずしも適

切とは言えない。しかし、系統地理と地誌を総合した

地域の学びは、歴史や公民の教員にとってもシンプル

にわかりやすく指導を進めていくことができると考え

たい。また、地域を対象にした学びは、地理教育の専

門性を踏まえた課題追究型の学習を容易にする。 
４ 課題と展望 
地誌学習の弊害には、方法知よりも内容知を重視す

ること、地域の特色として共通性よりも特殊性を追究

する傾向にあること、網羅的な学習に陥りやすいこと

などが指摘される。 
現行の学習指導要領には、地理的な見方・考え方、

課題追究型の学習、主体的・対話的で深い学びなど、

理念的な枠組みを踏まえた教育実践が求められてい

る。しかし、地理的な見方・考え方は、教員にとって

わかりにくい表現があること、理念と具体との間に十

分な理解を得られていない状況もある。他方、地理教

育において系統地理と地誌は二律背反的な理念ではな

く、相互補完的な役割を担う。地域を対象とした地誌

学習の枠組みの中で、主題的な学習を展開させること

も効果が期待できる。 
 高等学校の地理教育は、小学校中学校における社会

科の成果を踏まえ、世界認識の方法を身に付けること

が重要である。その方法の一つとして、高等学校では

国、都市、国より小さい地域など、多様なスケールに

基づいた地域や地域間の関係を、ネットワークやグロ

ーバルな視点でアプローチする学習を重視すべきであ

ろう。また、課題追究型の学びに、地域はその対象と

して相応しいテーマや地理空間情報を提供できる。 
５ おわりに 
地理の科目の必履修化はさまざまな経緯を経て実現

に至った。わずか２単位の必履修科目が担うべき役割

は大きい。地理を専門とする教員が少ないことが指摘

されるが、ピンチをチャンスに変え、地理総合を指導

する歴史や公民の教員に地理の魅力を着実に実感して

もらう好機でもある。地理教育の豊かな理念を踏ま

え、地域をベースとしたわかりやすい教育実践を教員

が達成感を持って蓄積していくことが期待される。 
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